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【手続補正書】
【提出日】平成30年10月30日(2018.10.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】パッド
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パンツタイプの使い捨ておむつに装着するパッドに関するものであり、特に
、使い捨ておむつの内面に密着して装着できるパッドに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、吸収体の幅方向に所定の間隔を隔てて前後方向に延在する複数の溝を形成し、吸
収体の前側部の両側部から幅方向の中央部に向かうに従って前後方向の後側に向かって延
在する切欠き部を形成し、吸収体の後側部の両側部から幅方向の中央部に向かうに従って
前後方向の前側に向かって延在する切欠き部を形成する手段が提案されている。（特許文
献１）
【０００３】
　また、吸収体を、外側吸収体と、外側吸収体よりも幅方向の幅が狭い内側吸収体で形成
し、内側吸収体に前後方向に所定の間隔を隔てて複数の幅方向に延在する溝を形成する手
段が提案されている。（特許文献２）
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１４－１１７３２１号公報
【特許文献２】特開２０１４－１０４０９４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、特許文献１の手段では、吸収体の前後方向の中間部は、内側に向かって容易に
変形できず、また、吸収体の幅方向の左右の溝で区画された中央部は、内側に向かって容
易に変形できないために、使い捨ておむつ等の内面に密着して吸収体を装着できない恐れ
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があり、装着者に対して高いフィット性能を得られないという恐れがある。
【０００６】
　また、特許文献２の手段では、吸収体の幅方向の両側部は、内側に向かって容易に変形
できないために、使い捨ておむつ等の内面に密着して吸収体を装着できない恐れがあり、
装着者に対して高いフィット性能を得られないという恐れがある。
【０００７】
　そこで、本発明の課題は、吸収体の前後方向と幅方向の全域を内側に向けて容易に変形
させて使い捨ておむつの内面に密着して装着でき、装着者に対するフィット性能を高める
ことができるパッドを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決した手段は次記のとおりである。
　第１手段は、液透過性の表面シートと、液不透過性の裏面シートと、前記表面シートと
裏面シートの間に設けられた吸収体と、前記裏面シートの外面に外装シートと、前記外装
シートの前後方向の両端部に係止部材を設けたパッドにおいて、
　前記吸収体を、前身部と、後身部と、前記前身部と後身部に幅方向の寸法を小さくした
括れ部で形成し、前記吸収体の幅方向の中央部に前後方向に延在する第１溝を形成し、前
記括れ部における前後方向の中央部に幅方向に延在する第３溝を形成し、前記括れ部にお
ける前後方向の前側部に幅方向に延在する第２溝を形成し、前記括れ部における前後方向
の後側部に幅方向に延在する第４溝を形成し、前記第１溝の前側端部に第５溝を形成し、
前記第１溝の後側端部に第６溝を形成し、前記第５溝を、第１溝から幅方向の左側に向か
うに従って前後方向の前側に延在する第５左側溝と、第１溝から幅方向の右側に向かうに
従って前後方向の前側に延在する第５右側溝で形成し、前記第６溝を、第１溝から幅方向
の左側に向かうに従って前後方向の後側に延在する第６左側溝と、第１溝から幅方向の右
側に向かうに従って前後方向の後側に延在する第６右側溝で形成し、平面視において、前
記第５左側溝の前側端部を前側の係止部材の左側部に臨ませ、前記第５右側溝の前側端部
を前側の係止部材の右側部に臨ませ、平面視において、前記第６左側溝の後側端部を後側
の係止部材の左側部に臨ませ、前記第６右側溝の後側端部を後側の係止部材の右側部に臨
ませたことを特徴とする。
【０００９】
【００１０】
【００１１】
　第２手段は、第１手段の構成において、前記第２～４溝を吸収体の幅方向の左端から右
端に延在して形成したことを特徴とする。
【００１２】
　第３手段は、第１又は２手段の構成において、前記溝第２～４を不連続に形成したこと
を特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　第１手段によれば、吸収体を、前身部と、後身部と、前身部と後身部に幅方向の寸法を
小さくした括れ部で形成し、吸収体の幅方向の中央部に前後方向に延在する第１溝を形成
し、括れ部における前後方向の中央部に幅方向に延在する第３溝を形成し、括れ部におけ
る前後方向の前側部に幅方向に延在する第２溝を形成し、括れ部における前後方向の後側
部に幅方向に延在する第４溝を形成したので、第１溝を中心として吸収体の幅方向の両側
部を内側に向けて変形し、第２～４溝を中心として吸収体の前後方向の前後部を内側に向
けて変形して、使い捨ておむつの内面にパッドを密着して装着することができ、装着者に
対するフィット性能も高めることができる。
【００１４】
【００１５】
　第１溝の前側端部に第５溝を形成し、第１溝の後側端部に第６溝を形成し、第５溝を、
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第１溝から幅方向の左側に向かうに従って前後方向の前側に延在する第５左側溝と、第１
溝から幅方向の右側に向かうに従って前後方向の前側に延在する第５右側溝で形成し、第
６溝を、第１溝から幅方向の左側に向かうに従って前後方向の後側に延在する第６左側溝
と、第１溝から幅方向の右側に向かうに従って前後方向の後側に延在する第６右側溝で形
成し、第５左側溝の前側端部を前側の係止部材の左側後部に臨ませ、第５右側溝の前側端
部を前側の係止部材の右側後部に臨ませ、第６左側溝の後側端部を後側の係止部材の左側
前部に臨ませ、第６右側溝の後側端部を後側の係止部材の右側前部に臨ませたので、第５
左側溝の前側に位置する左前端部と第５右側溝の前側に位置する右前端部が内側に変形す
る始端部が前後方向にずれて、左前端部と右前端部を使い捨ておむつの前身頃のウエスト
部の内面により密着して装着することができ、装着者に対するフィット性能もより高める
ことができる。また、第６左側溝の後側に位置する左後端部と第６右側溝の後側に位置す
る右後端部が内側に変形する始端部が前後方向にずれて、左後端部と右後端部を使い捨て
おむつの後身頃のウエスト部の内面により密着して装着することができ、装着者に対する
フィット性能もより高めることができる。
【００１６】
　第２手段によれば、第１手段による効果に加えて、第２～４溝を吸収体の幅方向の左端
から右端に延在して形成したので、第２～４溝を中心として吸収体の前後方向の前後部を
、幅方向の全域に亘って内側に向けて変形して、使い捨ておむつの内面にパッドの幅方向
の全域に亘ってより密着して装着することができ、装着者に対するフィット性能もより高
めることができる。
【００１７】
　第３手段によれば、第１又は２手段による効果に加えて、第２～４溝を不連続に形成し
たので、吸収体に吸収された液の幅方向への拡散を抑制して、吸収体の全域に液を拡散す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】パッドの内面平面図である。
【図２】パッドの外面平面図である。
【図３】図１のＡ－Ａ断面図である。
【図４】図１のＢ－Ｂ断面図である。
【図５】図１のＣ－Ｃ断面図である。
【図６】立体ギャザーの説明図である。
【図７】第１実施形態の上側吸収体の内面平面図である。
【図８】上側吸収体のＡ－Ａ断面の（ａ）は側面図、（ｂ）は溝で内側に折曲がった状態
の側面図である。
【図９】上側吸収体のＢ－Ｂ断面の（ａ）は側面図、（ｂ）は溝で内側に折曲がった状態
の側面図である。
【図１０】上側吸収体のＣ－Ｃ断面の（ａ）は側面図、（ｂ）は溝で内側に折曲がった状
態の側面図である。
【図１１】第２実施形態の上側吸収体の内面平面図である。
【図１２】第３実施形態の上側吸収体の内面平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　図１～６に示すように、パンツタイプの使い捨ておむつに内装されるパッドは、身体面
側に位置する内面側から順に液透過性の表面シート１１と、液を吸収する吸収体１２と、
液不透過性の裏面シート１３と、不織布等からなる外装シート１４と、吸収体１２の幅方
向の両側部に設けられた立体ギャザー１５から形成されている。
【００２０】
　吸収体１２は、内面側に位置する内側吸収体１２Ａと、外面側に位置する外側吸収体１
２Ｂから形成されている。また、吸収体１２は、装着者の股間部に対応する長手方向の略
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中央部に括れ部１２Ｄが形成されている。本明細書では、便宜的に、装着者の前身頃に対
応する吸収体１２における括れ部１２Ｄよりも長手方向の前側部分を前身部１２Ｃと言い
、装着者の後身頃に対応する吸収体１２における括れ部１２Ｄよりも長手方向の後側部分
を後身部１２Ｅと言う。
【００２１】
　吸収体１２の前身部１２Ｃの前端部に対応する外装シート１４の外面には、幅方向に長
辺を有する長方形状の前側係止部材１８Ａが設けられ、吸収体１２の後身部１２Ｅの後端
部に対応する外装シート１４の外面には、幅方向に長辺を有する長方形状の後側係止部材
１８Ｂが設けられている。なお、前側係止部材１８Ａと後側係止部材１８Ｂを総称して係
止部材１８と言う。
【００２２】
　表面シート１１としては、有孔または無孔の不織布や多孔性プラスチックシート等が好
ましい。不織布を構成する素材繊維は、ポリエチレンまたはポリプロピレン等のオレフィ
ン系、ポリエステル系、ポリアミド系等の合成繊維の他、レーヨンやキュプラ等の再生繊
維、綿等の天然繊維とすることができ、スパンレース法、スパンボンド法、サーマルボン
ド法、メルトブローン法、ニードルパンチ法等の適宜の加工法によって得られた不織布を
用いることができる。これらの加工法の内、スパンレース法は柔軟性、ドレープ性に富む
点で優れ、サーマルボンド法は嵩高でソフトである点で優れている。表面シート１１に多
数の透孔を形成した場合には、尿等が速やかに吸収されるようになり、ドライタッチ性に
優れたものとなる。また、表面シート１１の長手方向の前後端部は、吸収体１２の長手方
向の前後端部よりも前後方向に延在して、裏面シート１３の長手方向の前後端部に固定さ
れ、表面シート１１の幅方向の左右端部は、吸収体１２の幅方向の左右端部よりも左右方
向に延在して、裏面シート１３の幅方向の左右端部に固定されている。
【００２３】
　吸収体１２としては、公知のもの、例えばパルプ繊維の積繊体、セルロースアセテート
等のフィラメントの集合体、あるいは不織布を基本とし、必要に応じて高吸収性ポリマー
を混合、固着等してなるものを用いることができる。また、吸収体１２は、高吸収性ポリ
マー等の脱落を防止するために、液透過性のクレープ紙等によって包装されている。
【００２４】
　括れ部１２Ｄの長手方向の長さは、吸収体１２の長手方向の長さ方向の２０～５０％に
形成し、括れ部１２Ｄの幅方向の最狭幅を吸収体１２の幅方向の幅の４０～６０％に形成
されている。これにより、装着者にパッドを密着させフィット性能を向上させることがで
きる。なお、図１，２には、長手方向の略中央部に括れ部１２Ｄが形成された略砂時計形
状の吸収体１２を図示しているが、括れ部１２Ｄを形成せず長方形状等に形成することも
できる。また、図１，２には、前身部１２Ｃの長手方向長さを、後身部１２Ｅの長手方向
長さよりも短く形成されて形態を示しているが、前身部１２Ｃの長手方向長さと後身部１
２Ｅの長手方向長さを同一長さとすることもできる。
【００２５】
　裏面シート１３としては、ポリエチレンまたはポリプロピレン等の液不透過性プラスチ
ックシートが用いられるが、近年はムレ防止の点から透湿性を有するものが好ましい。遮
水・透湿性シートは、たとえばポリエチレンやポリプロピレン等のオレフィン樹脂中に無
機充填材を溶融混練してシートを形成した後、一軸または二軸方向に延伸することにより
得られる微多孔性シートである。また、裏面シート１３の長手方向の前後端部は、吸収体
１２の長手方向の前後端部よりも前後方向に延在して、外装シート１４の長手方向の前後
端部に固定され、裏面シート１３の幅方向の左右端部は、吸収体１２の幅方向の左右端部
よりも左右方向に延在して、外装シート１４の幅方向の左右端部に固定されている。
【００２６】
　外装シート１４としては、有孔または無孔の不織布や多孔性プラスチックシート等が好
ましい。不織布を構成する素材繊維は、表面シート１１と同一の素材繊維を使用すること
ができる。
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【００２７】
　立体ギャザー１５は、外装シート１４の幅方向の側部に固定された固定部と、固定部か
ら吸収体１２等の幅方向の側部を超えて表面シート１１の内面の側部まで延在する本体部
から形成されている。また、本体部の長手方向の前後端部は、表面シート１１に固定され
、本体部の長手方向の中央部は、表面シート１１に固定されず内面に向かって起立する。
立体ギャザー１５は、２重のギャザーシート１６と長手方向に延在する細長状のギャザー
弾性部材１７から形成されている。
【００２８】
　ギャザーシート１６としては、ポリエチレンまたはポリプロピレン等のオレフィン系、
ポリエステル系、アミド系等の合成繊維の他、レーヨンやキュプラ等の再生繊維、綿等の
天然繊維とすることができ、スパンボンド法、サーマルボンド法、メルトブローン法、ニ
ードルパンチ法等の適宜の加工方法に得られた不織布を用いることができるが、特にはム
レを防止するために坪量を抑えて通気性に優れた不織布を用いるのがよい。さらにギャザ
ーシート１６については、尿等の透過を防止するとともに、カブレを防止しかつ肌への感
触性（ドライ感）を高めるために、シリコン系、パラフィン金属系、アルキルクロミック
クロイド系撥水剤等をコーティングした撥水処理不織布を用いるのが好ましい。
【００２９】
　ギャザー弾性部材１７としては、通常使用されるスチレン系ゴム、オレフィン系ゴム、
ウレタン系ゴム、エステル系ゴム、ポリウレタン、ポリエチレン、ポリスチレン、スチレ
ンブタジエン、シリコン、ポリエステル等の素材を用いることができる。また、外側から
見え難くするために、太さは９２５ｄｔｅｘ以下、伸長率は１５０～３５０％、間隔は１
０．０ｍｍ以下とするのが好ましい。なお、図６に示すように、ギャザー弾性部材１７は
、その伸縮力によって立体ギャザー１５を内面に向かって起立させ、糸状の他、所定の幅
を有するテープ状のものを用いることもできる。また、伸長率は、伸長時の長さ／自然長
の長さ×１００[％]で算出している。
【００３０】
　係止部材１８としては、メカニカルファスナーのフック材が好ましい。フック材の形状
としては、（Ａ）レ字状、（Ｂ）Ｊ字状、（Ｃ）マッシュルーム状、（Ｄ）Ｔ字状、（Ｅ
）ダブルＪ字状（Ｊ字状のものを背合わせに結合した形状のもの）等が存在するが、いず
れの形状であっても良い。また、フック材に替えて粘着剤層を用いることもできる。
【００３１】
　＜第１実施形態のパッド＞
　次に、第１実施形態のパッドについて説明する。図７に示すように、第１実施形態のパ
ッドは、吸収体１２の内側吸収体１２Ａの内面側に断面視において略凹形状の溝２０を形
成している。溝２０は、内側吸収体１２Ａの幅方向の中央部に前後方向に延在する第１溝
２１と、括れ部１２Ｄの最狭幅部の前後方向の前側部に幅方向に延在する第２溝２２と、
括れ部１２Ｄの最狭幅部の前後方向の中央部に幅方向に延在する第３溝２３と、括れ部１
２Ｄの最狭幅部の前後方向の後側部に幅方向に延在する第４溝２４から形成されている。
【００３２】
　第１溝２１は、前身部１２Ｃから後身部１２Ｅまで延在して形成されている。第１溝２
１の前端部は、前身部１２Ｃにおける前側係止部材１８Ａに対向する部位よりも前後方向
の中央部に位置し、第１溝２１の後端部は、後身部１２Ｅにおける後側係止部材１８Ｂに
対向する部位よりも前後方向の中央部に位置して形成されている。
【００３３】
　これにより、図９に示すように、前身部１２Ｃと後身部１２Ｅに位置する内側吸収体１
２Ａは、第１溝２１を中心として内側吸収体１２Ａの幅方向の両端部を内側に向けて変形
し、前身部１２Ｃと後身部１２Ｅに位置する外側吸収体１２Ｂも内側吸収体１２Ａに連動
して幅方向の両端部は内側に向けて変形するので、装着者に対するパッドのフィット性能
を高めることができる。図１０に示すように、括れ部１２Ｄに位置する内側吸収体１２Ａ
は、第１溝２１を中心として内側吸収体１２Ａの幅方向の両端部を内側に向けて変形し、
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前身部１２Ｃと後身部１２Ｅに位置する外側吸収体１２Ｂも内側吸収体１２Ａに連動して
幅方向の両端部は内側に向けて変形するので装着者に対するパッドのフィット性能を高め
ることができる。
【００３４】
　また、第１溝２１によって、内側吸収体１２Ａの括れ部１２Ｄに吸収された液を前身部
１２Ｃと後身部１２Ｅに迅速に拡散するので、内側吸収体１２Ａの吸収性能を高めること
ができる。
【００３５】
　第２溝２２と、第３溝２３と、第４溝２４は、内側吸収体１２Ａの括れ部１２Ｄの最狭
幅部の幅方向の一側から他側まで延在している。これにより、図８に示すように、前後方
向において第２溝２２と第４溝２４の間に位置する内側吸収体１２Ａは、第３溝２３を中
心として内側吸収体１２Ａの前後方向の両端部を内側に向けて変形し、第２溝２２と第４
溝２４の間に位置する外側吸収体１２Ｂも内側吸収体１２Ａに連動して前後方向の両端部
は内側に向けて変形する。前後方向において第２溝２２よりも前側に位置する内側吸収体
１２Ａは、第２溝２２を中心として内側吸収体１２Ａの前後方向の前端部を内側に向けて
変形し、第２溝２２よりも前側に位置する外側吸収体１２Ｂも内側吸収体１２Ａに連動し
て前後方向の前端部は内側に向けて変形する。前後方向において第４溝２４よりも後側に
位置する内側吸収体１２Ａは、第４溝２４を中心として内側吸収体１２Ａの前後方向の後
端部を内側に向けて変形し、第４溝２４よりも後側に位置する外側吸収体１２Ｂも内側吸
収体１２Ａに連動して前後方向の後端部は内側に向けて変形するので、装着者に対するパ
ッドのフィット性能を高めることができる。
【００３６】
　また、第２溝２２と、第３溝２３と、第４溝２４によって、内側吸収体１２Ａの括れ部
１２Ｄに吸収された液を内側吸収体１２Ａの幅方向の両側部に迅速に拡散するので、内側
吸収体１２Ａの吸収性能を高めることができる。
【００３７】
　図７～１０においては、第１溝２１は、幅方向に所定の間隔を有して前後方向に連続し
て形成されているが、前後方向に不連続に形成することもできる。また、第２溝２２等は
、前後方向に所定の間隔を有して幅方向に連続して形成されているが、幅方向に不連続に
形成することもできる。また、内側吸収体１２Ａの内面にエンボス加工を行って第１１溝
２１等を形成しているが、内側吸収体１２Ａの第１溝２１等が形成される部位のパルプ繊
維量、高吸収性ポリマー量を少なくしたり、内側吸収体１２Ａの第１溝２１等が形成され
る部位にパルプ繊維量、高吸収性ポリマー量を配置しないことによって形成することもで
きる。さらに、吸収体１２を内側吸収体１２Ａと外側吸収体１２Ｂを積層して形成してい
るが単層で形成することもできる。
【００３８】
　＜第２実施形態のパッド＞
　次に、第２実施形態のパッドについて説明する。なお、第１実施形態のパッドと同一部
品には同一符号を付して説明を省略する。図１１に示すように、第２溝２２は、第１溝２
１から内側吸収体１２Ａの幅方向の左端部に延在する第２左側溝２２Ａと、第１溝２１か
ら内側吸収体１２Ａの幅方向の右端部に延在する第２右側溝２２Ｂで形成され、第４溝２
４は、第１溝２１から内側吸収体１２Ａの幅方向の左端部に延在する第４左側溝２４Ａと
、第１溝２１から内側吸収体１２Ａの幅方向の右端部に延在する第４右側溝２４Ｂで形成
されている。
【００３９】
　第２左側溝２２Ａは、左側に延在するほど前後方向の後側に向かって延在する、いわゆ
る左後傾斜に形成されている。また、第２右側溝２２Ｂは、右側に延在するほど前後方向
の後側に向かって延在する、いわゆる右後傾斜に形成されている。これにより、上側吸収
体１２の第１溝２１と第２左側溝２２Ａによって区画される左前側部３１が内側に向かっ
て変形する始端部が前後方向にずれるために、左前側部３１をパンツ式使い捨ておむつの
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内面に沿って密着して装着することができ、上側吸収体１２の第１溝２１と第２右側溝２
２Ｂによって区画される右前側部３２が内側に向かって変形する始端部が前後方向にずれ
るために、右前側部３２をパンツ式使い捨ておむつの内面に沿って密着して装着すること
ができる。なお、外側吸収体１２Ｂは、内側吸収体１２Ａに連動して内側に向けて変形す
る。
【００４０】
　第２左側溝２２Ａと幅方向に延在する仮想線Ｌ１との交差角度θ１は２５～３５度に形
成し、第２右側溝２２Ｂと幅方向に延在する仮想線Ｌ１との交差角度θ２は２５～３５度
に形成されている。これにより、内側吸収体１２Ａの左前側部３１と右前側部３２を装着
者の前身部に効率良くフィットさせることができる。
【００４１】
　第４左側溝２４Ａは、左側に延在するほど前後方向の前側に向かって延在する、いわゆ
る左前傾斜に形成されている。また、第４右側溝２４Ｂは、右側に延在するほど前後方向
の前側に向かって延在する、いわゆる右前傾斜に形成されている。これにより、上側吸収
体１２の第１溝２１と第４左側溝２４Ａによって区画される左後側部３３が内側に向かっ
て変形する始端部が前後方向にずれるために、左後側部３３をパンツ式使い捨ておむつの
内面に沿って密着して装着することができ、上側吸収体１２の第１溝２１と第４右側溝２
４Ｂによって区画される右後側部３４が内側に向かって変形する始端部が前後方向にずれ
るために、右後側部３４をパンツ式使い捨ておむつの内面に沿って密着して装着すること
ができる。なお、外側吸収体１２Ｂは、内側吸収体１２Ａに連動して内側に向けて変形す
る。
【００４２】
　第４左側溝２４Ａと幅方向に延在する仮想線Ｌ２との交差角度θ３は２５～３５度に形
成し、第４右側溝２４Ｂと幅方向に延在する仮想線Ｌ２との交差角度θ４は２５～３５度
に形成されている。これにより、内側吸収体１２Ａの左後側部３３と右後側部３４を装着
者の後身部に効率良くフィットさせることができる。
【００４３】
　＜第３実施形態のパッド＞
　次に、第３実施形態のパッドについて説明する。なお、第２実施形態のパッドと同一部
品には同一符号を付して説明を省略する。図１２に示すように、第１溝２１の前後方向の
前端部に第５溝２５を形成し、後端部に第６溝２６を形成している。
【００４４】
　第５溝２５は、第１溝２１の前端部から左前傾斜に形成された第５左側溝２５Ａと、第
１溝２１の前端部から右前傾斜に形成された第５右側溝２５Ｂで形成されている。第５左
側溝２５Ａの左前端部は、前後方向において前側係止部材１８Ａの左側部に臨み、第５右
側溝２５Ｂの右前端部は、前後方向において前側係止部材１８Ａの右側部に臨んで形成さ
れている。これにより、上側吸収体１２の第５左側溝２５Ａよりも前側に位置する左前端
部３１Ａが内側に向かって変形する始端部が前後方向にずれるために、左前端部３１Ａを
パンツ式使い捨ておむつの内面に沿ってより密着して装着することができ、上側吸収体１
２の第５右側溝２５Ｂよりも前側に位置する右前端部３２Ａが内側に向かって変形する始
端部が前後方向にずれるために、右前端部３２Ａをパンツ式使い捨ておむつの内面に沿っ
てより密着して装着することができる。また、前側係止部材１８Ａの近傍部の変形は抑制
されて前側係止部材１８Ａが折曲がることがないので、パンツ式使い捨ておむつの内面に
前側係止部材１８Ａを介してパッドを効率良く装着することができる。
【００４５】
　第５左側溝２５Ａと幅方向に延在する仮想線Ｌ３との交差角度θ５は２５～３５度に形
成し、第５右側溝２５Ｂと幅方向に延在する仮想線Ｌ３との交差角度θ６は２５～３５度
に形成されている。これにより、内側吸収体１２Ａの左前端部３１Ａと右前端部３２Ａを
装着者のウエスト部の前身部に効率良くフィットさせることができる。また、第５左側溝
２５Ａの左端部は、第２左側溝２２Ａの左端部よりも左側に延在して形成し、第５右側溝
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２５Ｂの右端部は、第２右側溝２２Ｂの右端部よりも右側に延在して形成するのが好まし
い。さらに、第５左側溝２５Ａと第４左側溝２４Ａを平行に形成し、第５右側溝２５Ｂと
第４右側溝２４Ｂを平行に形成することもできる。
【００４６】
　第６溝２６は、第１溝２１の後端部から左後傾斜に形成された第６左側溝２６Ａと、第
１溝２１の後端部から右後傾斜に形成された第６右側溝２６Ｂで形成されている。第６左
側溝２６Ａの左後端部は、前後方向において後側係止部材１８Ｂの左側部に臨み、第６右
側溝２６Ｂの右後端部は、前後方向において後側係止部材１８Ｂの右側部に臨んで形成さ
れている。これにより、上側吸収体１２の第６左側溝２６Ａよりも後側に位置する左後端
部３３Ａが内側に向かって変形する始端部が前後方向にずれるために、左後端部３３Ａを
パンツ式使い捨ておむつの内面に沿ってより密着して装着することができ、上側吸収体１
２の第６右側溝２６Ｂよりも後側に位置する右後端部３４Ａが内側に向かって変形する始
端部が前後方向にずれるために、右後端部３４Ａをパンツ式使い捨ておむつの内面に沿っ
てより密着して装着することができる。また、後側係止部材１８Ｂの近傍部の変形は抑制
されて後側係止部材１８Ｂが折曲がることがないので、パンツ式使い捨ておむつの内面に
後側係止部材１８Ｂを介してパッドを効率良く装着することができる。
【００４７】
　第６左側溝２６Ａと幅方向に延在する仮想線Ｌ４との交差角度θ７は２５～３５度に形
成し、第６右側溝２６Ｂと幅方向に延在する仮想線Ｌ４との交差角度θ６は２５～３５度
に形成されている。これにより、内側吸収体１２Ａの左後端部３３Ａと右後端部３４Ａを
装着者のウエスト部の後身部に効率良くフィットさせることができる。また、第６左側溝
２６Ａの左端部は、第４左側溝２４Ａの左端部よりも左側に延在して形成し、第６右側溝
２６Ｂの右端部は、第４右側溝２４Ｂの右端部よりも右側に延在して形成するのが好まし
い。さらに、第６左側溝２６Ａと第２左側溝２２Ａを平行に形成し、第６右側溝２６Ｂと
第２右側溝２２Ｂを平行に形成することもできる。
【産業上の利用可能性】
【００４８】
　本発明は、使い捨ておむつの内面に装着されるパッドに利用できるものである。
【符号の説明】
【００４９】
１１　　　表面シート
１２　　　吸収体
１２Ｃ　　前身部
１２Ｄ　　括れ部
１２Ｅ　　後身部
１３　　　裏面シート
１４　　　外装シート
１８　　　係止部材
２１　　　第１溝
２２　　　第２溝
２２Ａ　　第２左側溝
２２Ｂ　　第２右側溝
２３　　　第３溝
２４　　　第４溝
２４Ａ　　第４左側溝
２４Ｂ　　第４右側溝
２５　　　第５溝
２５Ａ　　第５左側溝
２５Ｂ　　第５右側溝
２６　　　第６溝
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２６Ａ　　第６左側溝
２６Ｂ　　第６右側溝
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液透過性の表面シートと、液不透過性の裏面シートと、前記表面シートと裏面シートの
間に設けられた吸収体と、前記裏面シートの外面に外装シートと、前記外装シートの前後
方向の両端部に係止部材を設けたパッドにおいて、
　前記吸収体を、前身部と、後身部と、前記前身部と後身部に幅方向の寸法を小さくした
括れ部で形成し、
　前記吸収体の幅方向の中央部に前後方向に延在する第１溝を形成し、
　前記括れ部における前後方向の中央部に幅方向に延在する第３溝を形成し、前記括れ部
における前後方向の前側部に幅方向に延在する第２溝を形成し、前記括れ部における前後
方向の後側部に幅方向に延在する第４溝を形成し、
　前記第１溝の前側端部に第５溝を形成し、
　前記第１溝の後側端部に第６溝を形成し、
　前記第５溝を、第１溝から幅方向の左側に向かうに従って前後方向の前側に延在する第
５左側溝と、第１溝から幅方向の右側に向かうに従って前後方向の前側に延在する第５右
側溝で形成し、
　前記第６溝を、第１溝から幅方向の左側に向かうに従って前後方向の後側に延在する第
６左側溝と、第１溝から幅方向の右側に向かうに従って前後方向の後側に延在する第６右
側溝で形成し、
　平面視において、前記第５左側溝の前側端部を前側の係止部材の左側部に臨ませ、前記
第５右側溝の前側端部を前側の係止部材の右側部に臨ませ、
　平面視において、前記第６左側溝の後側端部を後側の係止部材の左側部に臨ませ、前記
第６右側溝の後側端部を後側の係止部材の右側部に臨ませたことを特徴とするパッド。
【請求項２】
　前記第２～４溝を吸収体の幅方向の左端から右端に延在して形成した請求項１記載のパ
ッド。
【請求項３】
　前記第２～４溝を不連続に形成した請求項１又は２記載のパッド。
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